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①   講義の最初に開眼片足立ちの測定をする 
②   1 時間程度講義を行った後に再び測定 
③   ストレスの解消法を実施した後にもう 1 度測定。なお、ストレス解消法については講義中
に解説した。 
という手順で計 3 回の測定を行った。 
最初の測定は講義前のストレス、2 回目は講義を受けることでの疲労によるストレスを受け
た後での測定、3 回目の測定は解消後のストレスを測定している。それぞれの時点でのストレ
ス度を測定するダメでなく、1 回目の測定結果と 2 回目の測定結果を比較することでストレス
耐性、2 回目と 3 回目の結果を比較することでレジリエンスについても考察できるように計 3
回の測定を行っている。 
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をしていなければ、2 回目の測定結果は 1 回目よりも記録が悪くなることが予測される。逆に
また、講義前に疲れるような作業をしていれば、座って講義を受けているならば 2 回目の測定









結果を図 2 に示す。 
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